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fl:j ~~l'?IMJ 論からiJ，i; IIITの空間構造について研究がなさ






















































































































大|明 JJ目的長 I"~f 相州if賀
I則!J品 7ιJfr;:Y;，リ:J 長州下l羽
ノj、結 紀州綱不女1 tijifl咋多
前向:I j也市jーで|主l 〆久-ー;去lJlム:，1企苅E 
l司 日'~;ni ì出 IJI J巴首Ij名活j宗









































牡蛎や腕カヰ采れ，南の台地」二に J:I~水 j也カfある こと
から，半農半漁の村であった。村の目立市，長塚新
写真 1 松岸遊廓第 2開新楼の中庭
(:iki畢謹吾氏提供)
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松本an 7 大込(松本村) 6 
荒野im 18 荒野 3 
飯貝恨iH 42 飯貝恨 24 
Jil?，'t_il 3 








































高千1~サ 飯沼村 新生村 今宮村
八手綱税 130 80 
棒受説明見 35.50 31 
雑魚税 17.50 78.50 51.50 
鰹釣魚税 51 28 
!飽1'(税 1.275 




















































































































で地名はおおむね一致している o したがって， 18 
世紀中期には荒野村がすでに複数の「町」から構
成されていたと判断される。荒野村ーは文政年間




a 石橋嘉兵術 h 渡辺彦左衛門
b 武井藤兵術 iJ:l!}長 tヒ
C 宮崎議左術門 j 波辺i台左衛門
d 広士|土(大木) 穀街
e ~&)月八郎左衛門 A 信太il号左衛門・ i百l権右衛門
f 丸山若右衛門 B 鵜月 I.:l:j夜















































































































































































A 浅川与兵衛 C 五木凹三f!I¥j]:i!r.j門
13 '1;' 1)、J'j惣7d!trl"] 0 LI口三n/¥;.'l-:.i街I"j
第3121 明治20年(1887)における今宮村の地割





































































































































































































































































































文久 2(1862) 10.18 I己百丸，原釜に到着，荷物は御趣意荷69駄・賄荷73駄，外に中郷鉄山御用の欽砂
1 364俵積下る
文久 2(1862) 10.21 I亀友丸， H1l設に到着，荷物は江戸より商荷154駄，銚子より i荷荷27.¥駄あり，他に銚
!子より鉄砂216f去を積 rる
文久 2(1862) 10.22 I己百丸，小浜より前年の御寅米3，000俵積入
文久 3(1.863) 2.3 I 円通丸，御勘定I~.長調う，仁|コ 湊にて2 ，678両736文秋i味を売る
文久 3(1863) 4 . 1 I己百丸に積まれた下り荷の御趣意荷・並荷400駄と御屋敷荷170駄の荷役あり
文久 3(1863) 4 . 2I p:j通1Lに荷物の積入，米500俵(内笹IJ物成138依・ 買えミ362俵)・富沢砥石192俵・大
堀瀬戸294俵・袈娃52箇・煙草 1筒・鍬16具・竹特165本(下り荷)
文久 3(1863) 4.4 I己百丸，北郷姥浜より前々年の御物!玄米2.800俵積入， )京釜よりは味1骨250樽を積入
文久 3(1863) 1. 1 I己百丸，原釜へ到着，御趣意荷物は黒200丁・白50樽，外に丁子与八殿より白10樽，
並荷135駄













慶応2(1866) 3.15 I抱友丸. Irl1賀より到着，荷物は斎田塩3.600俵
慶応2(1866) 6 .20 I己百九原釜を出帆，荷物は岩鎧100俵 ・槻木下駄歯80足入129箇・大豆372俵 ・小
!豆62俵 ・縦平剖1，753束・桐甲良30箇 ・同23閤

























































































































































出船 入船 車市 出 ilIHJ 人
西洋 日本 西洋 日本 主要品 金額 主要il71 金額
明j台13銚子港 360 303 醤il.品交粕 232，630 支・大豆 66.557 
飯沼河岸 517 789 192.893 169.780 
明治14銚子港 32 32 醤油・粕類 308，545 麦・大豆 76.417 
飯沼河岸 684 636 干鰯 184，952 米 229.992 








































口iコf:J 物 数 逸t笠5品 価絡(円) 仕向地・f:I:出土tT.
蝿搾粧i 152 ，5741~ 65.623 東京
ilム"'J 
I:H者 1.267，043貰 50.472 石巻・小名浜
生魚 32，560]実 27.644 東京
長t*再 5.8501ヨ4 13β50 東京
~11]*1~1 62，822覧 12.329 東京
荒*I~I 27，644真 11.066 東京
大豆 13，9791'j 139，760 常陸・東尽
半島市i;交織物 75，7031反 113.638 東京
小麦 9，643石 104.557 常j珪・東京
杉角材 17，381本 52.142 宮古・石巻
ijutr yコ~IWI 50，000封皮 50.000 東京
j背j詰 7761'ミ 36，280 東京
綿織物 8，504反 35，774 東京
過燐酸 70.055賞 21.001 東京
紡織糸 7，100貰 18，460 東京
玄米 1，1121ミ 16.680 常陸・東京
入 豆半IJ 68，4 79:爵: 14，380 東京
杉板 24 .l 45 :D1~ 13，972 宮出・石巻
j蒜 4，500真 12，600 東京
西洋紙 25，460封j支 12，387 東京














































































































































































有功 A等賞 醤ilI! 銚子1I汀 j賓仁H義兵備
有功一一等賞 醤i1! 本銚子11汀旧r:1~1 玄蕃
有功一等賞 鰯搾*!~l 銚子l可 向日3i原吉
有功二等賞 醤j由 銚子mr 深井吉兵衛
有功二等賞 鰯搾粕 銚子1I汀 岡本庫太郎
有功三等賞 醤ilj 銚子1可 日r:1:常右衛門
右功三等賞 合併;窄粕 封t子1fT 浅川i藤吉
有功三等賞 鱗搾粕 銚子IffT 保立清却J
有功三等賞 鰹節 本銚子IHT 斎藤弥太郎1)
有功三等賞 鰹自i'i 銚子Ilr]" 保立清DjJ
表状 鰯搾*I~I 本銚子1な 斎藤弥太郎
褒状 鰯t~*I~1 本銚子1I江時友太助
五.~犬 鰯搾粕 本銚子町 多引導即J
褒状 鰯搾粕 銚子i町 大里症治郎
褒状 鰹EIi:.乾蛤 本銚子|均 斎藤弥太郎
褒状 *1号地 銚子Ir 北村治兵衛
褒状 沃!支 本銚子IU 武内儀三郎
褒状 銚子縮 銚子I!T 白井幸吉
褒状 銚子荷主 銚子町 白石嘉平


















































菜穂販売 銚子町ロ 1，6251R 
製rlJl業 銚子i可ロ 4，000円




大盟家文勢 大正 7年第 3極所得金額申告写」より作成
注 :1)非営業貸金利子:本銚子町青野慎助，銚子町高階宗三郎
2) 10代J主治郎の母













140円 j王 i台自 I~






















































































































































































































































































































































































鰯場の成立と展開，法政史論 6. 1-220 
8 )林玲子編(1990): lf'醤rli醸造業史の研究J. 古川
弘文館。
9 )①渡辺英夫(1990): J表長一四年銚子築港問題， 日
本歴史503. 1-20。②川名 登(1982): [t河岸に
生きる人びと一利根川水運の社会史一.Jl.平九社。
①川名 登(1984):銚子湊の成立と構造近世日




















領村ー 々書上i限J. 海上町史編さん委員会編(1983): 































































61) 岩瀬家文響穀1l\11~~J IIIJ~ J，前掲 19) ， 397-3980 
62)前掲39)，41-450 































































名著出版， 746~767 0 
102)保立j羊一家文書，明治12年i1昔用金証Jo
103)船構市西図書館所蔵。










1侃)前掲37)，169~ 183。前掲 8)，231~340o 
107) i1i掲101)0 l~íH-fß 75) 0 
108) ftiJt-fs48) 0 12)前掲22)，824~835o 
- 31 -
